
 商 法 

（ 100 点）  
 

第１ 問  

Ｐ株 式 会 社は 、 機 械 部品 製 造 業を 営 む 公 開会 社 で はな い 株 式 会社 （ 取

締 役 会 お よび 監 査 役 を設 置 ）で あ り、種 類株 式 発 行会 社 で な い 。 2020 年

度か ら 2023 年 度ま で 、同 社の 総 資産 は ２ 億 円 、資 本 金は １ 億円 、その 他

資 本 剰 余 金は ０ 円 、その 他 利 益剰 余 金 は 3000 万 円 で ある 。同 社の 発 行 済

株 式 総 数 は １ 万 株 で あり 、 同 社 は 自 己 株 式 を 保 有 して い な い 。  

Ｑ株 式 会 社は 、 機 械 製造 業 を 営む 公 開 会 社で あ り 、指 名 委 員 会等 設置

会 社 で あ る。 2020 年度 か ら 2023 年 度 まで 、 同 社の 総 資 産 は ３ 億 円 、資

本金 は ２ 億円 、 営 業 利益 は 2000 万 円 で あ る 。 同 社取 締 役 会 規則 に よれ

ば、 2000 万 円 以 上 の財 産 の 処分 ・ 譲 受 け は 取 締 役会 承 認 事 項で あ る 。  

Ｐ社 の 大 株主 Ｓ は、保有 す る すべ て の Ｐ 社株 3000 株（ 以 下「 本件 株 式 」

と い う ）を Ｑ 社 に譲 り渡 す こ とに し た。 2021 年 ６月 １ 日、Ｑ 社代 表 執 行

役Ａ が 同 社を 代 表 し 、 Ｓ と の 間で 本 件 株 式 を 3000 万 円 で 買 い取 る 契約

（以 下 「 本件 売 買 契 約」 と い う ） を 締 結 し、 本 件 株式 の 移 転 にか か る手

続と 引 換 えに 、 Ｓ に その 代 金 が支 払 わ れ た。  

以 下 の 問 いに 答 え な さい 。（ １ ）と（ ２ ）は独 立 の 問い と す る 。な お、

Ｐ社 お よ び Ｑ 社 は ３ 月決 算 の 会社 で あ り 、両 社 の 間に は 上 記 の点 を 除い

て 人 的 関 係も 資 本 関 係も な い 。問 題 文 に 書か れ て いる 事 項 以 外に 設 問に

関 係 す る 定款 の 定 め その 他 の 事実 関 係 は ない も の とす る 。  

（１ ） 両 社に お い て 、本 件 売 買契 約 に つ き、 取 締 役会 決 議 も 株主 総 会決

議 も さ れ てい な い 。 Ｑ 社 は 、 後日 、 本 件 売買 契 約 は無 効 で あ るこ と を理

由に 代 金 の返 還 を Ｓ に請 求 し た。 当 該 請 求は 認 め られ る か 。  

（２ ）2024 年 10 月 １日 、両社 の 間 で、本件 株 式 全部 を 4500 万 円で Ｐ 社

が 買 い 取 る合 意 （ 以 下「 本 件 買取 り 」 と いう ） が され 、 本 件 株式 の 移転

に か か る 手続 と 引 換 えに 、 Ｐ 社代 表 取 締 役 Ｂ が 同 社を 代 表 し てＱ 社 に 代

金 を 支 払 った 。 Ｂ の 会社 法 上 の責 任 に つ いて 説 明 しな さ い 。 なお 、 本件

買取 り に かか る 両 社 の手 続 は 適法 に さ れ たも の と する 。  

 



第２ 問  

以下 の 事 実を 読 み、（１ ） と （２ ） の 問 い に 答 え なさ い 。  

2024 年 ７月 上 旬 頃、いわ ゆ る 仕手 筋 と し て有 名 な 甲は 、鉄 道 業を 営 む

Ｐ 株 式 会 社の 株 式 を 市場 で 買 い集 め 、 発 行済 株 式 の５ ％ 超 を 保有 す るに

至 っ た 。甲 は 、同 月 26 日 、Ｐ 社代 表 取締 役Ａ に 対 して 、反 社 会的 勢 力 と

関 係 の あ る会 社 に Ｐ 社株 式 を 譲渡 さ れ た くな け れ ば、 自 ら が 代表 者 であ

り 貴 金 属 販売 業 を 営 むＱ 株 式 会社 か ら 商 品α （ 100 万 円 相 当 ）２ 個 を２

億 円 で 買 い取 る よ う 要求 し た 。そ の 際 、 甲は 「 断 った ら ど う なる か わか

る よ な 。事 故 が起 こ って か ら 後悔 し て も 遅い ぞ 。」とＡ を 脅 した 。Ａは 恐

怖 を 感 じ ると と も に 、反 社 会 的勢 力 の 関 係会 社 に Ｐ社 の 議 決 権を 握 られ

て は 困 る と思 い 、 甲 の要 求 に 応じ る 旨 の 回答 を し た。 Ｐ 社 で は２ 億 円程

度 の 取 引 はＡ の 判 断 のみ で 行 うこ と が で きた が 、 十分 な 現 金 がな か った

た め 、 Ａ は１ 億 円 を 現金 に よ り、 残 り の １億 円 を 約束 手 形 に より 支 払う

こ と を 提 案し 、甲 も これ に 同 意し た。同 月 28 日、Ａは 、Ｐ 社 を代 表 し て、

Ｐ 社 名 義 の預 金 口 座 から １ 億 円を Ｑ 社 が 指定 し た 口座 に 振 り 込む （ 以下

「 本 件 振 込み 」 と い う） と と もに 、 受 取 人を Ｑ 社 、満 期 を 2024 年 10 月

31 日（ 以 下「 本 件満 期 」とい う ）と す る 手形 金 額 １億 円 の 約 束手 形（ 以

下 「 本 件 手形 」 と い う） を 振 り出 し 、 甲 に交 付 し た 。  

Ｑ 社 で は 、１ 億 円 以 内で の 商 品仕 入 権 限 を有 す る 使用 人 乙 が Ｑ社 代表

者 甲 の 代 表者 印 を 保 管し 、 個 々の 手 形 行 為の 度 に 甲の 指 図 に 従っ て 代表

者 甲 の 記 名捺 印 を 代 行し て い た 。同年 ９ 月 30 日 、乙 は Ｑ 社 の金 庫 か ら本

件 手 形 を 盗み 出 し 、 本件 手 形 の第 一 裏 書 人欄 に 「 Ｑ株 式 会 社 代表 取 締役

甲 」名 義 の 記名 捺 印 をし 、第 一 被裏 書 人 欄に「 Ｒ 株 式会 社 」と記 載 し て、

商 品 仕 入 先で あ る Ｒ 社に 本 件 手形 を 裏 書 譲渡 し 、 納入 さ れ た 貴金 属 を着

服 し た 。 Ｒ社 は 、 本 件満 期 に Ｐ社 に 本 件 手形 を 呈 示し 、 手 形 金の 支 払を

請 求 し た が、 手 形 金 は支 払 わ れな か っ た 。  

（ １ ） 本 件振 込 み に 関し て 、 Ｐ社 の 株 主 であ る Ｂ は、 Ｑ 社 に 対し て 会社

法 に 基 づ きど の よ う な責 任 を 追及 す る こ とが で き るか 。  

（２ ）かり に、同年 11 月 １ 日、Ｐ社 が 強 迫を 理 由 に本 件 手 形 の振 出 を 取

り 消 し た とす る 。 Ｒ 社は Ｑ 社 に対 し 、 本 件手 形 に かか る 手 形 金を 請 求す

る こ と が でき る か 。  


